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研究成果の概要（和文）： 本研究は、がん患者を親に持つ子どものグリーフケアに対応する医療者教育プログラムを
開発し、有効性を明らかにすることを目指し、小児専門家、緩和ケアやがん看護専門家と共に、基礎プログラムを作成
した。その内容は２日間で構成し、１日目は子どものグリーフの特徴、がん患者を親に持つ子どもの思いやかかわり方
、死別ケア等を中心に講義演習をした。２日目は１日目終了数ヶ月後に行い、実践を通しての振り返りの機会とした。
基礎プログラム研修会は、医療者を対象に、３施設で4回実施し、参加者は合計47名で、がん患者を親に持つ子どもの
グリーフケアへの意欲関心が向上し、ケア実践への参考になったとの意見が多く有効であった。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to develop medical educational program to deal with grief care
 of children whose parents is cancer and to clarify effective of it,and created proposal of basic program 
supported by pedeiatric specialist,grief care specialist,and cancer nursing. The content of basic program 
constitutes in 2 days.First day was lecture and practice mainly focused on what are characteristics of chi
ldren's grief and how children whose parent is cancer to share the thought of medical specialist.Second da
y was done after few months of first day of program.In addition. it was opportunities to imlement role-pla
ying based on examples,and to review through clinical practice after first day of training. Basic training
 program was for medeical specialist,and implemented 4 times in 3 facilities. We had many opinions regardi
ng training that they improved the interest of grief care of children whose parent is cancer, and also agr
eed the effectiveness to think about caring practice.
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1．研究開始当初の背景 
 がん患者を親に持つ子どもは、親が死を迎
える時、事前に十分な病状説明を受けていな
い場合が多く、ショック、後悔、罪責感等を
抱き、死別後子どものニーズに応じた適切な
ケアが実施されていないのが現状である。ま
た北米のある医療施設では、親のがん告知か
ら死別後の継続した子どものグリーフケア
プログラムがシステムとして導入されてい
る。このことからも医療者は、適切に子ども
の予期悲嘆に気づき、看護介入をすることの
重要性が認識できた。しかし日本において、
子どものグリーフケアは、ホスピスや緩和ケ
アの中で、個別に取り組まれていることが多
く、最も対応が遅れている分野である。また、
遺族のグリーフケアが普及していない日本
では、子どもの予期悲嘆は、何らかの身体
的・精神的症状が悲嘆反応として出現しない
限り、医療システムにおいてケア対象となる
ことは少ない。さらにがん患者を親に持つ子
どもへのグリーフケアシステム構築に視点
をあてた系統立てた研究は、行われていない
のが現状である。 
 そこでがん専門病院看護師にがん患者を
親に持つ子どものグリーフケアへの意識調
査を実施した結果、子どもの予期悲嘆ケアの
重要性は認識していたが、子どもの死の概
念・悲嘆等の知識不足、子どもとのコミュニ
ケーションの困難さ等の理由で、子どものグ
リーフケアの卒後教育を必要としているこ
とが明らかになった。 
 

2．研究の目的 

 近年がん対策基本法で緩和ケア推進の方
向性が明確になったが、増え続けるがん死に
よって親の喪失を経験する子どもに対する
グリーフケアの対策は必要である。なかでも
予期悲嘆が始まる親のターミナル期から関
わることは早期に取り組むべき課題である。  
 そこで研究全体の構想は、「親のがん告知
から死別後に向けてがん患者を親にもつ子
どものグリーフケアシステムの構築」である。  
 本研究の目的は、「がん患者を親に持つ子
どものグリーフケアに対応する医療者教育
プログラム」を開発し、有効性を明らかにす
ることとした。 
 
3．研究の方法 
(1)平成 23 年度 
「がん患者を親に持つ子どものグリーフケ
アに対応する医療者基礎教育プログラム案」
を作成した。内容は、緩和ケア医、小児専門
家（大学教員、小児 CNS、小児カウンセラー、
臨床心理士）、成人およびがん看護、家族看
護の専門家（大学教員、がん CNS、看護師）
と検討した。その内容をさらに精選するため、
予備調査としてがん患者の親を持つ子ども
のグリーフケアに関心のある3年目以上の看
護師を対象に、「プログラム案」に基づき 1
日研修会を実施し意見交換を実施した（平成

24 年 3 月）。参加者への倫理的配慮として、
ここでの意見は、研究データとしては取り扱
わない事等を約束した。また臨床生死学研究
会（代表平山正実氏）で「プログラム案」に
ついて発表し意見交換を実施した（平成 23
年 9月）。 
 
(2)平成 24 年度 
① 研究デザインは、介入研究とした。 
② 対象者は、臨床経験 3年目以上で、子ど 
ものグリーフケアに関心があり、研修両日参
加できる成人看護師およびその他の医療者
とし、1セッション最大 20 名とした。経験年
数を限定した理由は、入職 1-2 年は、各職種
の基礎技術や業務を取得する時期であり余
裕がないと考えたからである。 
③ データ収集 
 対象病院等の看護部を通し研修会案内の
周知を依頼した。参加希望者は、研究者まで
連絡する様に依頼した。作成した基礎教育プ
ログラムを 1セッション 2日間として実施し、
データは、研修会前後でのアンケートおよび
研修会内での討議内容を IC レコーダーに録
音した。 
④ データ分析は、録音データの逐語録とア 
ンケートデータを、統合して分析しまとめた。 
⑤ 倫理的配慮として、研究代表者所属先 
の研究倫理委員会の承認を受け、対象病院で
の看護部長の承認を得て実施した。 
 
(3)平成 25 年度 
 平成 24年に実施した研修会でのアンケート
等の結果を評価し、その内容をもとに、3 カ
所の施設で4セッションを実施し総合的な評
価をした。 
 
(4)調査期間（研修実施）は、平成 24年 8月
〜平成 26 年 1 月とした。 
 
4．研究成果 
(1)基礎教育プログラムの概要（以下プログ
ラムと記す） 
 本プログラムの目的は、「医療者が、がん
患者を親に持つ子どものグリーフに対する
意識を高め、ケアの必要性を理解し実践でき
る」こととした。1 セッションの最大対象者
は 20 名とした。研究代表者は、連携研究者、
研究協力者と共に、講義・演習およびファシ
リテーターを担当した。また参加者 5〜6 名
を 1グループとし、各グループにファシリテ
ーター1名ずつ配置した。 
 プログラムは、1 セッションを 2 日間で構
成した。1 日目は、4 コマ（6 時間）、講義・
演習を中心とした。 
 1 コマ目は、がん患者を親に持つ子どもと
家族のかかわりについての「医療者の思いの
共有」をした。 
 2 コマ目は、「子どもの理解とかかわり」と
し、講義（子どもの認知発達に応じた健康や
死の概念、子どものグリーフの特徴、がん患
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